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あらまし：近年、言語研究の分野においても、

統計的な分析や資料整理の道具としてのコン
ピュータ利用が定着してきた。欧米では、大
規模な言語データベース （以下コーパス）を
用いて、文脈を伴った任意の語葉、語法の出
現頻度を調査したり、文学作品、新聞・雑誌
記事など特定の分野の言語資料を独自に電子
化テキストとして作成し、 言語学的な分析結
果とともに公開する例が増加している。さら
に、最近数年間にインターネットが急成長し、
わが国でもその具体的な利用方法が注目され
るようになるにつれて、日本から世界へ向け
ての情報発信の必要性が急速に高まってきた。
特に、日本語・日本文化等に関するデータベー
スを作成し、インターネットを通じて情報を
提供することは、わが国に対する国際社会の
理解を助け、同時にわれわれ自身が自国の言
語・文化を理解し、評価する際の基礎資料と
しても重要な意味をもっと思われる。
本稿では、著者が研究代表者として開発を

進めている日本語会話コーパスの構築プロジェ
クト（平成7年度文部省科学研究費補助重点
領域研究「人文科学とコンピュータ j公募研
究（課題番号07207124)）について、とくに
外国人向け日本語教育への応用の観点から研
究成果を中間報告する。

Summary: The object of our joint project started 
in 1991 is to cr回 tean original hyper-media co叩us
of spoken Japanese. We have collected ‘live’ 
spoken data from actual conversation between 
experts of teaching Japanese as a foreign/second 
language and native I non-native speakers of 

Japanese, based upon a testing format known as 
OPI (Oral Proficiency Interview). The whole 
contents of experimentation recorded on high 
precision video tapes and magneto-optical disks 
were converted to digital video and/or sound data 
files. The sample version of our corpus is now 
being transferred to WWW server on our campus 
(URL: http://co叩us.fit.ac.jp) with HTML-tagged 
texts and is expected to be available over the 
Internet. This project is authorized and sponsored 
by Japanese Ministry of Education as one of the 
1995 research programs on priority areas (Project 
No. 07207124). The author is in charge of the 
research organization (consisting of 5 members 
including an advisory professor a血liatedwith U.S. 
institution) as a whole. It is expected to be 
completed in 1998. 

キーワード：ハイパーメディア、コーパス、

日本語、会話分析、インターネット

Keywords: hypermedia, corpus, Japanese, conver-
sational analysis, Internet 

1 . 研究経過

本研究は、日本語母国語話者（以下NS）と非
母国語話者（以下NNS）の現実発話に含まれる
言い誤りの類型を比較分析することを目的と
して、 1991年度より開始した試験研究の延長
線上にある。研究当初から、分析対象となる
一次言語資料の絶対量不足を痛感したため、
われわれはまず、インタビュー実験形式によ
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る会話データの収集と、それに基づくコーパ
スの構築作業から開始することにした。
平成7年度は主としてNNSのデータ収集を

行うことになり、 7月に東京都内の民間日本
語学校と国際基督教大学、 10月に米国のプリ
ンストン大学においてそれぞれインタビュー
実験を実施し、約70名分の会話データを得た。
（被験者の内訳は表1のとおり。）

表 1 インタヒ、ユ一実験被験者の内訳

国籍 米国26 韓国25 中国5 日本3
ロシア・オーストラリア各2
ドイツ・オーストリア・タイ各1

性別 男29 女 37

年齢層 20代 58 30代 740代以上1

日本語学校の被験者は l名を除いて全員が
韓国籍で、年令は全員20歳代であった。大半
が就学生で、日本語学習歴、日本滞在期間、
生活環境も似通っている極めて均質のグルー
プであった。次に、国際基督教大学では夏期
日本語講座の受講生を被験者としたため、被
験者の国籍は多岐にわたり、母語や言語背景
も多様であった。この傾向はプリンストン大
学についても同様で、欧米系とアジア系がほ
ぼ同数であった。年齢層、男女比なども適当
に分散していたと思われる。
会話データの収録に際しては、事前にこの

研究の趣旨とリスクに関して説明を行い、第
l回目は口頭での承諾、 2回目以降は同意書
への署名いう方法をと った。確認事項は次の
通りである。

1.この会話データ収録は15～30分の日本語
によるインタビューである。

2.このインタビューは録音、録画される。
3.このデータは研究目的以外には使用され

ない。
4.このデータはインターネット上で公開さ

れる。

5.4に関しては現時点で予測不可能な犯罪
行為を含むリスクについては、研究者お
よび実験者は一切責任を負わない。

個人データのインターネット上での公開に
伴うリスクについては、現時点では不透明な
部分が多く、法律的な安全策も未だできてい
ない。このような状況の下では、今後も事前
に被験者に十分な説明を行うことは研究者の
すべき最低限の配慮であろう。その上で被験
者の了解を明確な形で得ておくことが研究計
画の成功には不可欠であろうと考える。（注I)

!Jee. 1995 

2. 実験方法とデータ処理

会話データの収録形式としては、 NNSの会

話能力判定方法として知られる OPI( 0 ral 

Proficiency Interview）を採用した。これは会話
モードとロールプレイモードの二つの要素に
よって構成されるインタビュー形式のテスト
であって、本来は外国語学習者の口頭表現能
力を総合的に評価することを目的としたもの
である。従って、他の多くの会話体データの
収集方法と異なり、実験者はできるだけ被験
者に自発的に多く話をさせるように配慮した。

データ記録媒体については、画像データを
高画質8ミリビデオテープに、音声データを光
碇信託ディスク （M D，ディジタル録音専用メディ
ア）にそれぞれ収録した。収録時間は被験者
l人につき20-30分程度である。 （図 1参照）

図1 実験機器類セッティング
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現在までに、音声データからテキストデー
タへの書き起こし作業の一部 （約10名分）が
完成し、圧縮した音声データとともにインター
ネットのWWWサーバー（http://corpus. fit. ac.jp) 
およびFTPサーバー上で順次公開している。
特に、音声データの公開方法に関しては、

最近インターネット上でのオン ・デマンド型

音声サーバー技術として注目されているReal
Audio Serverをいち早く導入し、本年 9月か
ら実験的にインタビューの内容の一部（フリー
トーキングとロールプレイについて各々約20

人分）を転写テキストと一体化した形で提供
している。 （図2参照）

図2 オン・デマンド音声サーバ概念図
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ディジタル変換された画像データ（動画）は
祇験者 l人当り200～300MB（圧縮ファイル）
に達するので、現時点ではインターネット上
では公開せず、追記型光ディスク（CD-R）に
保存している。また、このコーパス作成作業
と同時に、繋ぎ語や代名詞類の言語学的分析
を同時に進めており、それらの研究成果の一
部は、情報処理関係の学会で発表し、さらに
言語学関連の研究論文集等で公刊している。

3. 本研究の特色

本研究プロジェクトにおいて実現をめざす日
本語会話コーパスは、従来のテキスト・デー
タベースと異なり、文字・画像（動画） ・音
声データを統ーされた使用環境（GUI）で同時に
利用可能にする、いわゆるマルチメディア型
データベースである。われわれのコーパスの
主な特徴は、

①分析対象が話し言葉である場合、文字化

しにくい音調、強勢、ポーズなどの諸特
徴をそのまま音声情報の形で提供できる。
その結果、テキストデータに特殊な音調
記号等を付与する必要がなくなる。

②画像（動画）データを提供することによ

り、非言語情報（身ぶり、手ぶり、顔の
表情など）をテキストと同時に利用でき
るようになり、会話の状況、話者の特徴、
周囲の雰囲気などを分析の手がかりにす
ることができる。

③画像・音声データ自身をディジタル化す

ることにより、ランダム・アクセスカf可
能になるので、テキスト検：索に加えて、
画像・音声データの検索等を容易に実行
できる、などである。

上記のコーパスの特性を十分に活用するこ
とにより、これまで研究対象から事実上除外
されてきた非言語情報を含む会話分析が可能
になる。また、従来のコーパスのように、転
写記号等に関する専門知識を必要としないの
で、研究用資料としてだけでなく、外国人向
けの日本語教育の資料・教材としても十分に
活用できるであろうと思われる。

4. 日本語教育からみた本研究の意義

本研究プロジェクトが日本語教育の現場に
与えるインパクトは限りない。その一つを挙
げれば、本年度実施した 2回の会話データを
みるだけでも、第二言語の習得に関わる諸要
因についての多くの示唆を読み取ることがで
きるだろう。 （転写テキストの具体例は本稿
末尾のサンプル・データを参照。）さらに数

多くのデータが得られれば、個々の要因につ
いての研究も可能になることが期待される。

さらに会話データの中のロールプレイモード
のヴァリエーションは、社会的文化的に適切
な言語使用を教師がどのように指導すべきな
のかという問題に対する解決の糸口を与えれ

くれる。次年度以降に予定している、 NSの会
話データ収集が進めば、現在多くの日本語教
師が持っている社会的・文化的に適切な言語
使用のイメージの見直しを迫られることにな
るかもしれない。 （出）

5. 今後の研究計画

1996年度は本年度に引き続いて、会話デー
タの収集、テキスト転写作業を行う 。また、
情報処理、日本語教育関連の学会において、
本研究の第2次中間報告を発表する。実験デー
タの収録作業については、同年度内に次の 2
点を実行する。
1）米国在住の日本人研究協力者 （牧野成ープ
リンストン大学教授）の指導の下に、囲内と
同ーの実験条件で現地在住のNS,NNSそれぞ
れの会話データを収録。
2）研究分担者と国内 2大学の協力の下に、主
としてNSの会話データを収録。
音声データについては、オーデイオテープ

(DATを含む）やMDに録音した場合、データ
ベース作成時に膨大な量の変換作業を必要と
するため、別途ノートブック型パソコンと 16

ピットサンプリング可能な音声入力・編集ソ
フトを用いて直接ディジタル録音を試みる。
このことにより、書き起こし（転写）作業か
ら音声データベース部分の構築に至る作業工
程を大幅に短縮することができる。

実験で収録したデータは、日本語教育関係
の研究分担者が大学院生等に委託した形で転
写作業を行った後、責任を持って校閲する。
転写作業にあたっては、 16ピットサンプリン
グによりパソコン上で直接ディジタル録音し
たファイルから、ディジタル録音・編集機を
用いて適宜分割・再編集した音声データを用
いる。

1997年度は研究班をコーパス作成班とコー
パス分析班に分けて、適宜協力しながら研究
計画を遂行する。 まず、 「作成班」は前年度
内に収集した音声データと転写テキストデー
タについて、任意の文字列から当該個所の音
声データを検索するプログラムの開発を試み
る。特に、時系列データを扱う検索用言語と
しては、 HyTime処理系等を参考にしながら、
SGML/DTDの拡張を考える 。同時に、ディ
ジタル動画データ（MPEG形式）の検索方法も
検討する 。なお、コーパス本体は上記のイン
ターネット上で提供するネットワーク版と、
CD-ROMで提供するスタンドアロン版の 2種
類を作成する予定である。また、 CD-ROM版
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の検索ソフトウェアの更新及び追加情報の提
供等はすべてインターネットを利用し、国内
外の言語研究者および日本語教育関係者に公
開する。 次に、 「分析班jは言語学と日本
語教育の立場から、 NSとNNSの発話内容を比
較検討し、段落形成、連接名詞、代名詞類、
繋ぎ語等の各トピックについて会話分析を試
みる。データの蓄積が一定レベルに達した後、
当初の研究目的であった「言い誤り jの類型
に関する分析を開始する。年度内に本研究プ
ロジェクトの最終報告を行うが、論文とデー
タは通常の印刷物に加えて、電子化テキスト
の形式で作成し、インターネット上のFTPサー
バーからも利用可能にする。

6. おわりに

コーパスを用いた言語分析は、欧米ではす
でに確立した研究手法であり、分析対象も文
語体のテキストにとどまらず、会話内容を転
写したデータから成る口語体テキストにまで
及んで、いる。日本でも、最近コーパスの重要
性が認識され、欧米の LOB,London-Lund, 
Brown, BNC等の大規模コーパスを利用した英
語の文法・語法などの研究例が増加している
が、日本語コーパスについては、いまだ欧米
ほど確立した大規模なものがなく、まとまっ
た研究成果も報告されていない。従って、わ
れわれの研究は、日米間にまたがる大規模な
日本語会話コーパスの構築プロジェクトとし
ては前例のないものであり、インターネット
環境およびマルチメディア型データベースを
使用した言語研究としても、先駆的な役割を
果たすもの、といえる。

＊注） 1,2ともに共同研究者の村野良子氏（国
際基督教大学・日本語教育）の指摘による。
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（印刷中）．

（参考）サンプル・データ

( 1：は実験者、 2：は被験者を示す。カツ
コ内は相づち、／は長いポーズを表す。）

A. 会話モード（フリー・トーキング）

l：ああーそうですか。 ( 2：ええ）最近の
日本のもん、ま、色々問題を抱えていると
( 2：そうですね）思いますけれどもね、そ

の一、どうですか。まあ、まよく聞かれるこ
とだと思うんですけど、オウム真理教、あた
りがね、そのどうして日本の社会に、ああい
う今までにないようなね、 ( 2：ええ）規模
の、お一、ほんとに、なんて言うか、極悪、
( 2：うん）非道なね、 ( 2：うん）ああい
う、一つの、そのグルーフ。が出来たっていう
のは、どういうことでしょうね。 ( 2 : 
すー）なんか歴史的な観察、ありますか。
2 : ええ。まあ歴史的な観察は／まあ歴史に
も、そんなグループが、ないんですけど、で
もイ以てるグループがあると思いますよ 。
(1：うん）日本の社会は、アメリカ人の考

えは、日本の社会は平和で、えーといつも、
目上の人に従う社会ですね。でも、ま、歴史
の立場からみると一、ま、色々な、えーとほ
んとに、強く、反対した人が、いましたねえ。
1 : しかしだけど、オウム真理教とは（ 2 : 
オウム真理教と）ちょ っ と、比較すると
ちょっとまずいんじゃ（ 2：ちょっと違いま
すねえ）ないんですか。

B. ロールプレイ・モード

2 : あのー／。あのー／。うん。
1 : うん、だあれー、お姉ちゃん？
2 : あ、あのー、／うん、／あのー、あな
たの名前て一、／山田一／ていうのかなあ？

1 : うん山田ーだけど。ぼく山田一郎。
2 : あ、そう 。 (1：うん）じゃあ、あの、
お父さん、／ちょっといらっしゃるー？

1 : うん、お父ちゃんいないよ。
2 : ああ、あ、そう 。じゃあ、あのー、う
ん一、どうしょうかなあ。わたし一、お父さ
んにちょっと一、あのー、お父さんいらした
ら、ちょっと一、うん、お会いしたいと思う
けど一、お父さん何時ごろ、お帰りになるの？
1 : お父ちゃんね一、なんか、明日帰って
くるっていってたよ。
2 : あ、そっか一。じゃあ一、お母さんは？
いらっしゃ一、らないの？

1 : 今ねえ、お母ちゃんねえ、今、買い物
千子ったみたい。

2 : そっか。じゃあ、あのー、ここで
ちょっと、 f寺っててもいいかなあ？

1 : うーん、たぶん、う M寺ってていいよ。
うん、なんか、一緒に遊んでくれる？

2 : あ、いいよ。
1 : あの今パソコンやってんだけど。
2 : あ、じゃあ、あの、パソコンやりなが
ら、ちょっと、お母さん、待つわ。
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